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1 ．　 は じめに

　 建物内 に お ける火災時の 避難経路選択特 性に つ い て は、1932 年 の

白木 屋火災を初め と して 、以後、川治プ リン ス ホ テル 火災
T］
等 の 過

去の 火災事例に お ける避難行動調査結果 を基に した分析によ り、定

性的 にそ の 解明が図 られ てい る
2）コ）4〕。そ の 結果 と して 向光腔、向開

放 性、帰巣腔等の 特性が 明らか に されて きた。

　 この うち向光性とは、明るい 方向を 目指 して避 難する特性を言

い、例えば廊下の左 右を見比べ た とき、一方の側が明るく他方が暗

けれ ば、多くの 人は明るい 方の 経路を選択する とい う特 性を言 う。
この 向光 駐が具体的に見 られた実例 として は、千 日デパ ー

トビル 火

災
S｝
で の 「ネオ ン の 灯や ほ の か に明るい 空が 見える窓に避難 した」

や、大洋デパ ートビル 火災
5）
．では 「6階の 東 南隅に あ っ た わ ずかな

明か り窓にい ちるの 望みをかけてすが りつ い た」 等の例 が あ る。

　 そ こで 本研究で は、こ の 向光性に着 目し、こ の 特性を活用する事

に よ っ て、効果 的に避 難誘導を行 う方 法の 在 り方を検討する 目的で

定量的実験 を試み た。

　なお こ の 検討を行 う上 で、把握 して お く必 要があるの が既存の建

物 における向光性 を利用 した避難誘導方法で ある。この方法と して、

避難 口及び通路誘導灯や、非常時にお ける誘導灯の認職度を上 げる

為に、高輝度の 光を，輔威させ るキセ ノ ン ラン プ付きの 点滅 式誘導灯

が あ る。また、避難経路の 床や壁面 に O．5〜1．dn 聞隔 で 光源 を設置

し避 難誘導す る光点 滅式避難誘導装置 もある。

　 しか し これ らの避難 誘導装置は、明るくする事に よりサイ ン に よ

る誘導効果を高めよ うとするもめで あ り、避難者の 闘るい 方に向か

うとい う特 性を必 ずしも利用 した方法ではない 。そこで 明るい 方 に

向か うとい う行動特性 を活用 した 避難誘導方法 を検討 すべ き との

考えか ら、こ の研究を実施するもの で ある。

2 ．研究の 目的

　本研究で は、こ の 向光性を活用 した避難誘導の 在 り方を検討す る

た め、避難 経路上 の 経路選択地点 か ら見た 避難方 向にある壁面 の 光

特性 （明 るさ、色等）の 相違 が、避 難経路 選 択 に及ぼ す影響につ い て

検討 を行 い 、その 結果を利用 した避難誘導方法を検討 9
一
る事を目的

とす る。

3 ．モ デ丿啌 間に おける被験者を用 いた実験

3．1　 実験の目的および方法

本論文では、向光 腔の 光特性の 中で 壁面の明 る さに焦点を絞りど

の 様な明 るさの 条件が、避難誘導に有効か を検討する事を目的とす

る。
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　そ の 実験方法と して、壁面の輝度を変化 させ るこ とが可能な、避

難経路を想定 したモ デル 空間にお い て、被験者に避難方向を選択 さ

せ る方法 とした。

　元々 向光 性は、本能的危険回避 庄の 時にそ の特 駐が現れる と考え

られて きた
4＞。しかし本研究で は理 性的安全志 向性の 状態で もこ の

特駐が現れ ると考え、避難行動 を想定 した行動実験を平 常時に 実施

し、その 有効 性を検討 した。

3 ，2　 実験施設

1 ）モ デル 空間

　モ デ ル 空間の 想定条件を表 1 に、平面図及び 写真を図1 、2 、写

真 1にそれぞれ示す6

　モ デル 1の 空間は、居室か ら避難経 路上の 次の空間へ 避 難す る時

点の 2方向の経路選択を想定 し、被験者か ら見て 正面に 2 つ の 出 口

が同時に見える形 とした。（以後これ を前方選択と呼ぶ） 縦 5．2mX

横 3．6m× 高さ 2．・4m の 直方体で、被験者か ら出ロ まで の距離は 3．6m

で ある。

　モ デル H 、皿 は、避難時 に居室か ら廊下へ出た時点で の経路選択

を想定 した空間で ある （以 後 これ を側 方選 択 と呼ぶ〉そ の 大 きさと

形状は横 5．〔hnxXt2 ．5m × 高 さ2．4m の 直方体の空 間で あ る。出 口は

被験者か ら見て両側に あ り、被験者か ら同時に 2 つ の 出 口は見えな

い 。被験者 か ら出 口 まで の 距離は両1則とも 2．5m で ある。

　各モ デル とも出 口の 大 きさは一般的な建物の 出口を想定 し、縦

2．1m× 横 0，跏 と した。壁面色 は建築空間の 壁面 ヘ
ー
般 的に使用さ

れ るアイ ボ リ
ー
色と した。

　モ デル 空間の設置場所は  フ ジタ技術研 究所 である。

1
　　 　　　 　　　 入ロ

一
照 明位置 ○ ・ 1躍 面 （モデ川 、□ ・ 1 次壁面 （モ デ ’・臥 △ ・2 糶 画

　 ／」
／

図 2　モ デル 1 ，m

ぴ
卩

薯
碑 ’　ド　冖、 

　 　 　 聾

鵝戀

1、 湛
　 　 哩

　　3

写真 1　 モ デル 田

表 旦 モ デル 空間想 定条件及び被験 者か ら見え る出口 の状況

モ デル名 モ デル空間想定条件 被験 者 か ら見 え る

出 口 の 条件

モ デル 1
（前方選択）

居室か ら避難経路上 の 次

の 空間 へ 避難す る時点で

の 2方向の 選択

同時に見える

モ デル U 、皿 　 居室か ら廊下 へ 出た 時点　 同時に 見えない

（側方選択）　　 で の 2方向の 選択

2 次壁面

間仕

入 り ロ
ー→

EO

．
O

（左）
　 罫

（右）

出 ロ

1 次壁面

　　　 被 験 者 の

驫 。。 。

1．3 3．6m

o

　 　 E
　 　 周

　 　 頃

口 き

照明位置　01 次壁面　△ 2 次壁面

図 1　モ デル 1

2）照明

　 図 1 、2 に示 す モ デノ啌 間にお い て 、被験者の 在室 する 空間の 壁

面（以 後これ を 1次壁面 と呼ぶ ）と、左 右の 出口 の 外側に 見える壁 面

（以 後 これ を 2次壁面 と呼ぶ）に照明をあて る量 を調整 し、壁面輝度

を変化させ た。

　照明は 昼 白色の蛍光灯 （直管形、電球形、コ ン パ ク ト形）を使用 し

　蛍光灯の設置位置は被験者の 目に直接光 が入 らない よ うにす る

の と、壁面輝度をで きるだ け均
一

にする 目的で、天 井 と被験者 の背

後 に分 散 して設置 した。

　各モ デル 剔 の 照明の取 り付け位置は、モ デル 1 、H の 1次壁面用

は図 ユ，2 の ○の 場所 とし 、モ デル 1で は被験 者 の 後 方 壁面 全 体 に

電球形 を分散 して 設置 し鵡 モ デル 且 で は、被験者の 後方に電 球型

を、頭上 に直管形 を設置 した。モ デ ル 皿 で は、□の 位置で被験者後

方 （直管型 とコ ン パ ク ト形）と天 井面（コ ンパ ク ト形）に設置 した
。

2

次壁 面用の 照明は、各モ デル と も△ の 場所に設置 した。

3 ）壁面輝度の 設定

　過去 に実施 した実建物 にお ける避 難訓練観察実験
ηB〕

の 実測輝度

及び JIS　Z　9110照度基準
！｝
に示 され る廊下の 照度基準を参考 と して、

本実験で使用 するモ デル 空間に適合 した輝度で設定 した
注 n

。

　そ の結果 1 次壁面で 5 段階 （0，IO，30，50，100cd／  ）
庄 2 ＞、2次壁 面

は 6段 階 （O，5，10，30，　100，200cd／  ）とし、2 次壁 面は左右別 々 に設

定 しこ の 中で い くつ かの 組み含わ せ を実施 した。そ の 各モ デル にお
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ける実施輝度の 組み合わせ （以下 こ れを輝度パ タ
ー

ン と呼ぶ）を表 2

に示 す』

3．3　実施方法

1 ）被験者

　 被験者はモ デル 空間に図 1 、2 に示す入 り口 よ り1人ずつ 徒歩に

て 入室 させ、被験者の 向 きの 方向に向かせ、被験者の 利 き足 による

経路選択へ の影響が少な くなるよう椅子に 着席させ た。

2 ＞実験前の 被験者へ の 説明

　実験前の 被験者への 説明を以下の 内容とした。
・
この空間は、実験施設で はな く架空の 建物内の 空間で ある。

・
この建物内の他の部分で 火災が発生 して い る。

・避 難誘導の放送が入 り避 難 ナる状況に なっ て い る。
・2 つ の 開 口か ら外部ま で の 状況 は 同 じで、経路の 安全は確保 され

て い る。

3 ）経路を選択 させ る方法

　輝度を変化 させ る状況を被験者に見せ ない の と、判断時間を制限

するため、モ デル 1で は被験者の 前に設置 したブライ ン ドを上下さ

せ 、ブライ ン ドが上 が っ て い る間に経路を選択 させ た。モ デル H 、

皿で は、輝度を変化 させ るときは正 面を向かせ、経路 を判断 させ る

ときは各輝度パ タ
ー

ン 毎 の 始めと終わ りに 合図を掛 けその 間だ け

首を動か し経路を選択させ た。

4 ）輝度パ ターン の順序

　輝度パ タ
ー

ン の順序 は 固定せ ずに、被験者毎に 変化 させ た。モ デ

ル 1、U につ い て は計 53 あ る輝度パ タ
ー

ン の 中で 実験 を重ね る こ

とに よる選 択結果 へ の影響 を調 べ るた め、被験者毎の 1〜3番 目の

輝度パ ターン を、21〜23 番 目で再実施 した。モ デル 皿 で は、4 ．1 ．

2　 で 示 す理 由で 2 次の 左 右 が反対 の 輝度パ ターン は 実施 しなか

っ たた め計 32 パ ターン／人実施 した。（実験時間は約 10〜15分／人）

5 ＞選択肢記入方法

　経路を判断 ずる時間は、輝度パ ターン 1 っ につ き2 秒以内とし、

輝度パ タ
ー

ン 毎、選択直後に被験者自身に記入 させ た。質 問の 最後

に選択 した理由につ い て も記入 させた。

2 ）選択肢の 記入

選択肢 の記入用紙 を図 3 に示乳 選択肢は、避難をす る と思 う方

向に どの 程度の 気持 ちで 避 難す るか を「どち らか とい うと1と「絶

対」の 2 段階で 選択 し、それ に加え「どち らで も」と、「どちらで もな

い 」の 計 6 項 目か ら選択 させ た 。
．

図3 選 択肢記 入用紙

4 ．実験結果

4 ．1　実験結果を検討する上 で の 留意点

4 ．1 ．1　実験結果の分析に使用する簡略用語の 定義

　 本論文で は、実験結果 に使用する特殊 な用語が 多い 。そこで 文

章を簡便 にする た め簡 略 した 用語や表記 を使用 した。その 用語 と

表 記を以下 に示 す』

・1次輝度
…1次壁面の輝度

・2次輝度
…2次壁面の輝度

・2次高
…2っ の 出ロ の 中で輝度が高い 出口

・2次低…
　　　　　 Jr　　　　　低 い 出口

・輝度パ ターン …（／次，2次高，2次低）の順 で表記する。
・コ ーディ ン グ値…

選 択肢 を コ
ーデ ィ ン グ した値 （表 4 ）。また

以下こ の 値を便宜的 に直線尺度と して 用い て 統計的 に処 理 を

行 う。
・選択平 均

…
輝度パ タ

ー
ン毎の コ

ーデ ィン グ 値の平均 低

・どちらか以上 の選 択率…輝度パ タ
ー

ン 毎の 2次 高の 出ロ を 「ど

ち らか とい うと」又は 「絶対」の 選 択肢で 選 択 した 被験者 の割合。
・絶対 の選択率

…
輝度パ タ

ー
ン 毎の 2次 高の 出口 を「絶対1の選

択肢で選択した被験者の罫YAm。

3 ．4　 被験者 と選択肢の記入

1 ）被験者

被験者 の属 性を表 3に示 す1

　　　　　　　　　　 表 3　被験者属性

モ デル 名 1 H 皿

被験者数 （人） 33 30 30

性別 数 （人） 男 29女 4 男22女 8 男 24女 6

年代 20 〜50 代

職業 建設業の研究員及び 事務員

表4 　 コ
ー
デ ィ ン グ値

選択肢 コ
ーディ ング値

2次高を「絶対」 2

2 次高を「どちらか とい うと」 1

「どちらで も」 0

2次低 を 「どち らか とい うと」
一1

2次低 を「絶 対」
一2

表 2　輝度パ ターン 撒 単位 cdlm5

モデル 1、llで使用した輝度パ タ
ー

ン を鵬鑞で、モデル皿で使用した輝度パ タ
ー

ン を嬲 で示す。
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4 ．1 ．2 舅強を璽ね る事及 び2 次輝度の 左右が逆の 場合の選 択

　　　　　 結果へ の 影響

1）鑞 を重ね る事の選択結果へ の影響

　各被験者が実験を重ね、実験に慣れ るこ とに よ る選択結果 へ の影

響を検討するた め、モ デル 1，1 におい て 1〜3 番 目の 輝度パ ター

ン を 21〜23番 目で 再実 施 した
。

　その 中で 1 番 目と 21番 目の結果を比較すると、選択肢が左右逆

にな っ た被験者は、モ デル 1で 32名 中4 名で あっ た。その時の輝

度パ ターン は、（10、30、30＞、（10，10，5）、（O，　10，0）の 3種 類で、こ

の 輝度パ タ
ー

ン は 2 次が 同じ場合か、他の 輝度パ タ
ー

ン と比 較する

と2 次高、2 次低の 差が小 さい 場合で あっ た。

　モ デル H で は 30 名 中 1 名で ある。そ の 時の 輝度 パ タ
ーン は

（30，200，200）で あ り、2 次輝度が同 じ場合で ある。

　こ の結果 よ り実験 を重ね るこ とに よ る選 択結果 は、2 次が同 じか

2次高、2次 低の輝度差 が他の輝度パ タ
ー

ン と比 較 して 小 さい 場合

には、選 択結果 が逆に なる場合もあ る。しか し、それ以外の 条件で

は 影響力沙 ない 。

2 ）2 次輝度の 左右の 相違に よる選択結果へ の影響

　モ デル 1、1 におい て、2 次輝度の左右の相違が選択結果 におよ

ぼず影響 を検討 した。

　こ の 検討方法として 、各輝度パ タ
ー

ン 間にお い て t 検 定等 を行 う

の が一般的で ある。しか し、今回 の 各輝度パ タ
ー

ン 毎の 選択肢 の 度

数分布はひ ずみの 大 きい 分布が多 く t 検定は行 え ない。そ こで 面積

一
致係数と相関係数 とい う方法 を用い て 比較検討を行 う。

　面積
一

致係数 とは左 右 が逆の 場合 の 輝度パ タ
ー

ン 間の 度数 分布

に お い て 両者 の 重 な り合 っ た 部分 の 面積 の 基準面積 （度数 百分率

10crAの 面稱 に対する割合を言 う。図 4に そ の例を示 すb

　 この方 法は、大 森
゜》

らが ひずみが大きい 分布間の
一

致度を比較す

る時 の検討 に用い て い る。

　 また、相関係数 とは左右 が逆の 揮 度パ タ
ーン の 間 の

一方の コ
ーデ

ィ ン グ値 ともう
一

方の コ ーディ ン グ値 を対象 とした、積 率相 関係数

で ある。
こ の 手法 を用い た場合の 結果の 中で モ デル llにつ い て 図 5

に示す6

　 この結果、（0，30，10）、（3e，　200，100）は面積
L
致 係数は 75％程度、

相関係数 95％程度と他の輝度パ タ
ー

ン と比較 して低い 値 を示 して

い るが、全体的に
一
致度は 高か っ た。

　 モ デル 1 で も上記 2 つ の 輝度 パ タ
ー

ン は、多少 低 い 値 を示 して

い るが他の 輝度パ タ
ー

ン の
一

致度は高か っ た。

　これ らの結果 よ り、実 験を重 ね る こ とに よ る影響及び 2 次輝度の

左右 が逆 の 場合 にお け る選 択結 果への影 響に っ い て
一

部の 輝度 パ

タ
ー

ン に おい て影響がある場合が あ るが、全体的に見れ ば影響は 少

なか っ た。影響がある輝度パ タ
ーン にお い て も、本論 文 の 目的で あ

る避難誘導 へ の 適用に関 しては 4 ．4 ．2 と4 ，4 ．3 で示 すが、
こ こ で 問題 となる輝度パ ターン に つ い て は 有効性が低い た め、本論

文で はこれ以降の 分析 には便宜的に、こ こで 問題 となる輝度パ タ
ー

ン につ い て は影響が無い もの として扱っ た。

4 ．2　選 択平 均、最頻 値、中央値、度数分布

　各輝度パ タ
ー

ン 毎の 選択平均、最頻値、中央値、度数 分布 を図 6

〜9 に示 曳 図 6 、7 は前方選択の 1 次が Ocd／  と 10cd／  の 時の

選 択平 均を、縦 と横の 軸にそ れぞ れ 左 側 と右側の 2 次輝度 を示 し、

選択平均の 大きさを○の 大 きさで 表 した 図 で あ る。図 8 は 図 6 、7

と同様の 方法で側方選択の 10cd／  の 選択平 均を表 した 図で あ る。

図 6 〜8 の 選択平均か ら以下の 傾向が見られた。

100

竃
75

11・
鐶、，

0
モ デル ロ （1q20 ¢ 10）　右が2次高

面積
一

致係数≡76，7
相関係数　　＝99．1

5
　

　
　

　

　

　
　

　

　　
5 左 が2次 高

一2　 −1　 0　 　　 　 　 2 
’．：昏冊 ．

  2次輝度の 輝度差がある場合、2次輝度が同 じ場合に 比べ て

　選択平均が大きい
。

  1次輝度 と2次輝度 の
一方 を一定に して 見た場合、2 次低が

Ocd／  の 場合 を除き、2次高、2次低 の輝度差 が大きい ほ ど

　選択平均が大 きくなる。

  2 次輝度 が同 じ場合、選択平均 が O に近 くなる。

  1 次輝度及び 2次低が Ocd／  の 場合、2次高の 輝度は低 く

　て も選 択平 均が 高くな る。　 （図 6A の 部分）

コ ーデ ィ ン グ値

図4 面積
一
致係 数の 例

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一
’　　　　　　　　 0　　　　　　　　　 10 30

2次 胆 1030100 　　　 30100200100200

2冫　 　 0　　 1001030 　 5　　 10510305103010030 　　 10

■．100瓢

80 覧

60覧

40 覧

2

図5　面積
一
致係数及び相関係数

　こ れ らの 結果は、モ デル U に お けるそ の 他の 条件や、モ デル 1，
皿 に お い て も同様 の 傾向が見 られた

。

　次 に、図 9で は、最頻値、中央値、度数分布 を 2 次輝度が異なる

輝度パ タ
ーン と 2次輝度が同 じ輝度パ タ

ー
ン に分 け示 した。

　 2次輝度が異なる場合の最頻値や中央値は、1次輝度 と 2次高を

固定し、2 次低を変化 させ て 見る と、2 次低 が大き くなる につ れ て

小 さくなる。また 2 次輝度 が 同 じ輝度パ タ
ー

ン の 場合は、全て 0 で

ある。

　度数分布に 関して は、1次輝度 と 2次高 を 固定 して 見 ると、2次

低が 小 さい と きは選択肢の 「絶対」の 割合 が多く2 次低が 大き くな

るに つ れ て 「どち らか とい う と」の 割 合が 多 くなる。また、暗い 方 を

選択 した被験 者もい た。

　2 次輝度が 同 じ輝度 パ ターン の 場合は 「どちらで もよ い 」の 割合
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が多 くな っ て お り、1 次輝度、2 次輝度の 高低 によ る選択 の 違い は

見 られなか っ た。

4 ．3　属性に よ る相違

　
・鸛 1亅、年代、視力、利 き足の相違に よる選択平均、選択率 へ の 影

響は 、 選択方向が逆に なる程の影響は見 られなか っ た。it3）

4．4　避難誘導に 適用す る為の有効性の検討

4．4 ．1　 前方選択と側方選択の 違いに よ る選択結果 へ の 影響

　図 7 、8 を見て前方選 択 と側 方選 択 の 同 じ条件の選 択平 均を比 較

す る と、（10，　200，100＞で モ デル H の 方が選択平均が 低 くなっ て い る。

．1 次が 30cd／  の 場合 も同 じ傾 向が見 られた。

　こ れ は、前方 選択で は 2次高、2次低が 同時 に見え るた め、2次

高、2次低の 明るさを比較してい るが、側方選択で は 2 次高、2 次

低を同時に比較できない ため 1次輝度 と比 較して 2 次高、2 次低が

両方 と も明るい と感じれば 「どちらで も」を選ぶ傾向が強 くなっ た

た め と考えられ る。

4 ．4 ．2　 2 次高、2 次低の比率の相違に よ る選 択率へ の 影響

　 被験者か ら見て 2 次高、2 次低 を比較 し、何倍の 明る さに感 じ る

かが経路選択 に影響す ると考えこ れを検討す る。

　 こ の 検討を行 うため、輝度の 大きさに 対す る人 間の 感覚量が輝 度

の 対数 に比例すると想定して
注 4）、2 次高、2 次低 の輝度を対数で 取

る。さらにこれ を比率で 取 りこの 比率と厂どちらか以上」、厂絶対」の

選択率 との 関係 を検討する。この 内容を表す式 を式 （1 ）に示す6

2次輝度 の 対数比 率＝log（2 次高〉／ log（2次低）
…（1 ）
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5　一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

　 各パ タ
ー

ン 毎 に 2次輝度の対数比 率をX 軸 に、「どちらか以上 」

の選択率 （図 10）、「絶対」の 選択率 （図 11）をY 軸 にして 示
一e7e（2 次

輝度が同 じ場合は 2次輝度の 対数 比率＝1．O）

1．0

十0

口

△

＾

22跚田埴M惚ω8

8

　

6
　
　
　　　　　
4
　
　
　　　　
2　　　　
　　
0

哥

覊
曜
e「
爿
恋
萇
 

ρ

掬一

比対の度輝次2

Lo

．e

．6

含
→←

△

0

匿 共

口

o 十

△

A

図 皿0 　「ど ちらか 以上」の 選択率

髷
・4

9 ．，

臥 。

　 　 ．8 　 　 LO 　 　 lr2 　 　 L4 　 　 L6 　 　 L8 　 　 10

　　 2 次琿 度の 対歇比 ＄

回

耗

自

日

差
口

一
菅

日

誉 十

図 皿 「絶対亅の 選 択串

Z2 　 　 　 Z4

1　次輝度〔cd ／   ，

口 100

日 　 50

△　3e

斎 　LO

十　 〇

1 欣嚀度 （cd ／   ）

Oloe

回　50
△ 　30

甚 　10

十　 〇

2．5

　 2．0
竃
ご
　 　1．5
ぎ　
＼
　 　1，0
癨

　 　 ．59

章 o．0
　 　 0，0

　 圏

　 圉

　  

　 固

 

　 』 　　　 　　十

  　 ・

十

  i

．51 ．01 ．5

10g （2 次低）／log（1 次）

　　　　　選 択率

　 　 　 　 　 田 go以 上

　 　 　 　 　 凹 70−90未 満

　 　 　 　 　 十 〇
−TO未 満

2．0　　 2．5

図 12　1次蹕農と2次輝度の比率に よる選択率へ の影響（どちらか以上）

2．5

露
2・o

ご

ぎ
L5

く
　 　1，0
覆

　 　 ，5St

聟 o，0
　 　 0．0

　 　 日

　 　 目

　  
　 　 03

　 A 　　　　　十

  《

十　　　6

 

．5

　　　　　　　　　　　　選 択率

　　　　　　　　　　　　 圏 50以上

　　　　　　　　　　　　 th　30−50未 満

　　　　　　　　　　　　 回 20−30未満

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＋ 0−20未 満

1．0　　　1．5　　　2．0　　　2．5

109（2 次低） ／ leg（1次 ）

図且3　 1 次輝度と 2 次輝度の 比率によ る選択 率への 影 響く絶対）

表5　「どちらか 以上」の 選 択率の 傾向

　 この 結果、図 10 の 「どちらか以 上」の 選 択率で は、双 曲線的に上

昇 し1．0 に漸近する傾 向を示 して い る。

　 2 次輝度の 対数比率が L5 を越 えると1 次暉度 に関係 なく選択

率が 8（msを越 え る。　 L 　5 未満で は 1 次輝度 の 相違 に よるば らっ きが

見 られる。また、図 11 の 「絶対」 の 選択率では、（1．0，0．0）を原点

とした右肩上 が り直線に近似す る傾 向が見 られ る。これ らの結果 よ

り、避難誘導に お いて 2方向の 選択 と言 う意味では「どちらか以上 」

で 検討すれ抵 良い の で、そ の 2次輝度の 対数比 率を 1．5 以上 にすれ

ば有効で ある。また｛ 確実に誘導 したい場合は、「絶対」で検討する。

この 場合｝よ
’
避 難誘導に要 求 され る レベ ル に応 じた基準を適用 す る

事に よ り対応が可 能で あ る。例え ば確実に 60nの避難者を誘導 した　 表6

い 場合は 2 次輝度の 対数 比 率を 2，．2 以上 にする等で あ る。

4 ．4 ．3　 1 次｝韈 と2 凋 羅度の比摩の相違による影響

　 4 ．4 ．2 で 2 次輝度 の 対数比率が 1．5 未満 の 場合は、1 次輝度

による影響 があるこ とが判 明した。 そこで、1次輝度 と2次輝度の

関係 を検計す
『
るため、左右の 出 口 の明る さを 1次輝度 と2次輝度の

比較 によ り判断 して い る と考え、1次輝度の対数と2次輝度の対数

の 比率 と、そ の 輝度パ タ
ーン にお ける選 択率との 関 係を検討 した。

　 2次高と 1 次輝度の 比 率をY 軸（式 （2 ））に、2 次低 と1 次輝 度の

比 率を X 軸 （式 （3））に取 り図 に示 した。

Y 軸＝・log（2次高）／log（1次）
…

（2）

X 軸＝10g（2 次低〉／10g（1 次）…（3 ）

エ リア 経路選 択傾向

  2次低く 1次 く 2次高 全 て が 90 ％ 以上

  2次低＝1 次く 2 次高 2次 高の 1次輝度に対す る比率

が大 きい ほ ど選択率が高 くな る

  2 次低く 1 次＝2 次高 2 次低の 1次に対す る対数の 差

が小 さい ほ ど選 択 率が 高 くな る

  2次低く 2 次高く 1 次 70−90％ 未満 の 間で 選択 率 とし

て は高くない

  1 次 く 2 次低く 2 次高 2 次低 と 2 次高の 差が 大 きい ほ

ど選択率が高 くな る

  2 次低 ＝ 2次高 全て選 択率は 70 ％以下で 低い

「絶対1 の選択率の傾向

エ リア 経路選択傾向

  2 次低 く 1次 く 2次高 多 くは 50％ 以 上 で あ る が 2 次

高、2 次低 と 1 次輝度の 差が 小

さい とこ ろで選 択率が 50％ 未満

の輝度パ タ
ー

ン が ある。
  2次低＝1 次く 2 次高 2次高の 1次に対する対数の 差

が大きい ほ ど選択率が 高くなる

  2 次低 く 1 次＝2 次高 2次低の 1次 に対す る対数の 差
が小 さい ほ ど選択率が高 くなる

  2 次低く 2 次高く 1 次 20・50％未満で 選択率 として は 高

くない

  1 次 く 2 次低 く 2 次高 2 次低 と2 次高の 差 が大 きい ほ

ど選択率が高 くなる

  2 次｛康 2次高 全て の 選択率が 10％ 未満で 低い
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　 こ れ らの 図は大 きく分 けて 図中の 6 つ の エ リア に分けられ る。そ

して それぞれの 選択率の 傾向を表 5 、6 に 示すb

　 こ の 結果 より、避難誘導方法 として どちらか
一
方を選択を させ る

場合には、どち らか以上 の 選択率が高ければよい の で、図 12 の  

の 範囲がもっ とも適 して い る。

　また確実に誘導 させ るに は図 13 の   の 輝度パ タ
ーン の 中で 1 次

と2次高、2次低の輝度の 比 率が大きい 場合が適 して い る。

5 ．まとめ

　今回使用 した 2 つ の モ デル 空間 にお け る経路選 択実験の 結果 と

して以 下の 知見が得 られた。

　向光性を利用 した、避難 誘導 を行 う上で 「どちらか以 上」を選択す

る2 方向の 選択で は、2 次輝度 の 対数比率で 示す値が 1．5 以上 で あ

り、か つ 2 次低 く 1 次く 2 次高の 場合が も っ とも有効で ある
’
a 反対

に誘導効果 が低い 領域は 2次輝度の 対数 比率で 示 す値 が 1．5未満で

2次低く 2次高〈 1 次の 場合で あ っ た。

　また、今回の実験条件で は、2次輝度の 対数比 率が 大 きい ほ どそ

の 誘導効果 は高 くなる事が判明 した。 しか し、この 2 次輝度の 対数

比率が大 きい 条件 を実施す るには、その照明方法、設置コ ス ト、電

源確保 （バ ッ テ リー等〉の問題に より難 しい。そ こで、在館者特性、

平面形態、他 の 誘導方法等 との 関連で 「どちらか以 上 」 と 「絶対」

を使い 分 け設定を行 う必要 が ある。その 例 として、「どち らか 以上 」

で は オ フ ィ ス な ど特 定者 が在館す る建 物 で 、避難 訓 練を定期 的 に実

施 し向光 駐に よる誘導方法を認 識 して い る場合は、　 「どち らか以

上」 で も十分避難 方向を認識す る
．
事が可能で ある。また、　 「絶対」

を使用す る例 として ホ テル 等不特定者が 在館す る建物で 、建物内の

地理 に不案内 で 他の 避難 誘導が無 い 場合に は、　 「絶対」 の 中で もか

な り選択率が 高い
一

方 が真っ 暗な 場合が 必要 にな る と考え る。

　以上、向光駐を利用 した避難誘導方式検討のた めの基礎的な資料

を得るの と、その 結果を活用 した避難誘導 の在 り方につ いて の検討

を行 っ た。しか し、これ らの データの みで は向光性を用い た避難誘

導に そ の ま まは適用す る こ とは難 しい 。そ の 理 由として 以下の 項 目

がある。

  実験時 の 冷静 な心理状 況が、避難時 の 動揺 した 心理 状況 とは

　　異 な る 可能性 があ る。

  経路上 の 壁 面の 輝度の み の 比 較で あ り、光源 色の 相違 や光の

　　点滅等の 向光腔の 他の 要素に 関する影響を考慮 して い ない 。

　  音声等の 向光性以外 の他の誘導要素 の影響 を考慮してい な い。

  モ デル と して用 いた 空間 が今回 の 2 つ のみ で あ り、実際の 複

　　雑な空間に は対応して いない 。

  煙が入っ た場合の影響を考慮して ない 。

　  他の避難者がい る場合の影響 を考慮して いない。

  4 、1 ．2 の 「実験を重ね るこ と」 「2 次壁面の 左右の 相違」

　　の 影響 がある領域がある。　 （誘導効果が低い 領域で は影響は無

　　い ）

　　等ま だ多 くの 問題 を抱 えて い る。

　これ らの 問題 点に関 して、今後具体的 に検討 して い くこ とに より、

向光性を利用 した避難 誘導へ の 実現が可能 になると考える。

注 1 ）JIS の 照 度 基準 は 、輝 度 で 設 定す る と実際 の 空間への 適用 が難 しい

　　た め 照 度で 基準 が 与 え られ て い る 。とこ ろ が本 実 験 で は 被験者 が 感 じ

　　 る 明 る さを 測 定 す る た め 、照度 で は な く輝 度 を使 用 し て い る 。そ こ で

　　今 回 実 験 を 実 施 す る モ デル 空 間で 実 際 に 基準 の 照度 （75〜7501x）が

　　得 られ る 状 況 を作 り．そ の 時 の 壁 面 輝 度 を 実 測 しそ れ を採 用 した 。ま

　　た 、実建 物 にお け る 避難訓 練観察実 験 時 の 壁 面 輝 度の 実 測 値 は 、明 る

　　い 2 次壁 面 で 30〜40cdt  、暗 い 2 次壁 面 で 3〜6edノ  、1 次壁 面 は 8

　　〜18cdt  で あ っ た。この 実 測値 を 基 に 1 次壁 面 、2 次壁 面 と も

　　10，30cdl  を設 定値 と した。そ れ 以 外 に 明 る さ の 違い に よ る 誘 導効果

　　を 見 る た め 1次壁面 は O ，50，1．OQcd’  を ，2 次壁 面 で は O，100，200cdl 
　　を設 定 した 。
注 2＞ 輝度 設 定の 中で 、Ocd ノ  は 他 の 壁面 に 照明 をあて て い る と き は

　　現冥 に は 不可 能 で ある 。従 っ て こ こ で 示 す Ocd ノ  は 照明 をあて て

　　い な い 状 態で あ る。
注 3 ） 本 実 験 で は 、各 モ デ ル と も被験 者数 が 30 名 程 度 で あ る。こ の 被

　　験 者数 は 、統 計 上 の処 理 を行 うに は少 な く は な い 。しか し、これ を

　　性別 や年代 な どの 属 性 に よ り分 け る と数名の サ ン プル 数 に な り 、選

　　択平均や選 択率を検討す るに はサ ン プ ル 数が 少ない 。そ こ で こ こ で

　　の 検討 は各 属性 毎 に 選択 方向が 同 じか 異な る か の 検討 に とどめ た。
注 4 ）輝 度 に 対 する 明 る さ の 感覚量 は Stevensulらの 研 究 に よ り

一
概 に

　　は 対 数 に 比 例 す る と は言 えな い が 、こ こ で は Fechoel・の 法則 を 基 に 、
　　明 る さの 感 覚量 を輝度 の 刺 激量 の 対 数 に 比 例す る と 考 えて 検討 を

　　行 う。
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